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「イメージ奏法」による協働学習により，ダイバーシティを受容し
インクルーシブ・リーダーシップを育成する音楽教育
― 中学校の音楽の授業実践における合唱指導報告 ― 

Music education using the "Image Method" to foster the Diversity & Inclusive leadership
― Practical report for choral guidance in junior high school ― 
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要　　　約

音楽作品の演奏を筆者武本が考案した「イメージ奏法」（武本1995,2013,2018,2019）の理論を
基に「イメージ楽譜」や「イメージ映像」を活用して音楽を可視化することにより，教師と生
徒たちが，互いに感じている音楽から導かれたイメージの多様性を認め，協働学習により，心
を一つにまとめていく方法を提案する。合唱コンクールに向けて一つの音楽解釈へ集約するた
めには，生徒たちは，練習の積み重ねの中からお互いの個性を踏まえた人間の感情の多様性（ダ
イバーシティ）を認め，集団的アイデンティティを高め，インクルーシブ・リーダーシップを
発揮する人財が必要とされる。本稿では，筆者山口が「イメージ奏法」を応用した中学校の音
楽の合唱という授業において，多くの人数で一つの音楽解釈にまとめる過程で，ダイバーシティ
（多様性）とインクルージョン（受容）を何回も繰り返す練習により，共感を促進し，向社会
行動を学ぶことができた取組を報告する。その結果，学校現場での音楽教育がインクルーシブ・
リーダーシップを育成し，協調性や汎用的能力の育成を行うことができることを考察し，音楽
教育の必要性を発信したい。
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Ⅰ　はじめに

新しい発明が次々に社会の仕組みを変え，
インターネットの普及により紙媒体の価値は
絶対的なものではなくなった。企業において
も，AIの発達から，知識の丸覚えではない，
ダイバーシティ＆インクルージョンという考

え方が浸透し，人財のダイバーシティ（多様
性）をお互いにインクルージョン（包摂）す
ることが企業の持続的成長に必要であるとの
見解を示す企業が増えてきた。また，外国人
が来日したり，就業する数が増え，国籍，人
種，民族などをはじめ，社会的地位，性別，
性的指向，年齢，障がいの有無などにその多
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様性をお互いに尊重し，認め合い，成長する
ことが大事であるとされる世の中に様変わり
した。こうした時代背景を受け，中学校の音
楽の授業においても「知識や技能の習得」と
ともに「思考力・判断力・表現力」の育成と
「学びに向かう力・人間性など」の涵養など
が目標とされ，音楽の授業が「生活や社会と
関連づけること」，「主体的で対話的な深い学
び」や「カリキュラム・マネージメントの実
現」などに取り組むように求められている
（中学校の新学習指導要領2017）。また，特別
活動の学芸的行事にあたる合唱コンクール
は，学年を超えて平素の学習活動の成果を発
表し，その向上の意欲を一層高めたり，文化
や芸術に親しむことを協働的に行うことがで
きる取組である（文部科学省，2008）。
本稿では，「イメージ奏法」を応用し，ダ

イバーシティを受容し，インクルーシブ・
リーダーシップを育成する合唱の授業の実践
を通して，中学校音楽教育の人間力育成につ
いて検証しいく。

Ⅱ　音楽による感情の多様性の受容から，
インクルーシブ・リーダーシップを育成する

「イメージ奏法」による音楽教育

筆者武本は，テクニック重視の演奏ではな
く，音色に気配りし，音楽の内面を可視化さ
せて表現力豊かな演奏をするために，独自の
演奏法を開発した。その演奏法は，図1の手
順のように楽譜から作曲者の意図を読み取
り，表現したいイメージを音色や言葉で可視
化させ，どんなことを表現したいのかをまと
めた「イメージ楽譜」（演奏設計図）を制作
する。そして，楽曲を演奏するために，①指
の角度，②打鍵の深さ，③腕の使い方，④体
の使い方，⑤握力の使い方，⑥打鍵のスピー
ド，⑦間の使い方などの具体的奏法を導く

「楽曲イメージ奏法」という演奏法を確立し
た（武本1995）。これは，図１のように中学
校の学習指導要領の目標（1）に該当する。

図１　学習指導要領を実践するための「イメージ奏法」⑴

① 　個人の多様性 （ダイバーシティ） を認める
筆者武本が開発した「イメージ奏法」では，
音楽を自分が一番理解できる方法で可視化す
る「イメージ楽譜」を作成することに特徴が
ある。音という消えていくものを可視化する
ことにより，音から形作られた創造力の育成
が目的である。
【イメージ語】
この図２は，筆者武本の著書の音楽之友社
から出版している『ピアノを学ぶ人へ贈る武
本京子のイメージ奏法解説書』にある「イ
メージ語表」である。これは，人間の感じる
感情の外的，内的，明暗などにより，Aは，
外的でポジティブの意味を持つ言葉。Bは，
内的でポジティブの意味を持つ言葉。Cは，
内的でネガティブの意味を持つ言葉。Dは，
外的でネガティブの意味を持つ言葉が記され
ている。これらは，時代と共に変容しており，
この表に自分がよく使う言葉を足し，イメー
ジを膨らませ，全体を見渡す。そして，楽曲
が何を伝えたいかを考え，「イメージ語」を
楽譜に記載する。そして全体の構成を考え，
愛，自然，社会問題，人間を取り巻く様々な
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ことを視野に入れながら，その曲で何を一番
伝えたいのかを考える。

図２　武本京子の「イメージ奏法」解説書より
「イメージ語表」

図３　武本京子の「イメージ奏法」解説書より
「表現曲線」と「イメージカラー」

【表現曲線】【イメージカラー】
図3に示されたような各フレーズを奏でる
時，音が創り出す立体的空間や呼吸の方法を
「表現曲線」として楽譜に描く。全体の構成

の中でのその部分の役割を考えながら，伝え
たいイメージを誘導する色を着色していく。
人間の感情を表す色は様々である。イメージ
を表現するための「表現曲線」や「イメージ
カラー」の選択もまた多種多様である。教師
は，生徒のダイバーシティを受容し，作曲的
に分析した音楽の要素からハーモニーや構成
などの音楽的要素などを説明しながらディス
カッションする。なかなか言葉にして発表で
きない生徒も，絵，画像，写真，色，ポエム
など自分が一番表現できる方法を探し発表す
る。そこから生徒は，音楽から多様なイメー
ジが浮かぶことを知る。それは音楽を通して
自分自身を表出していくことにつながること
となる。

②　集団的アイデンティティを高める
筆者武本は，「イメージ奏法」の方法を行
うことにより，生徒が主体性を持って音楽作
品に取り組み，それぞれの解釈を生徒全員で
共有，対話し，互いのダイバーシティや違い
を認めながら，演奏者がより自分のイメージ
を明確に共感覚させる視聴覚融合の教育法に
発展させた（武本2013）。これは，図４のよ
うに中学校の学習指導要領の目標（２）に該
当する。「イメージ奏法」では，音楽の中か
ら生徒の心の中にある感情を表出させ，それ
をイメージ楽譜」や「イメージ映像」などで
可視化することにより，感情の多様性を知り，
ICTを使って生徒同士がイメージを共有する
ことによるアクティブ・ラーニングを実践す
る教育法を提案している。音楽作品のイメー
ジを共有し，討論することは，互いの人間性
や考え方を現実の学校生活とは違った空想の
中での話として討論できる利点がある。音楽
を媒介に生徒たち自身が自分の考え方や他者
の考え方を知り，認めていく過程は大変重要
である。
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で共有することにより，音楽の中に隠された
多様な情動，感情，思想，心理学的に考察す
るように発展した。つまり，図５のように，中
学校の学習指導要領の目標（３）に該当する。

図５　学習指導要領を実践するための「イメージ奏法」⑶

③ 　インクルーシブ・リーダーシップを育成する
「イメージ奏法」は，多様なイメージを共
有しながら，集団の中でそのイメージを一つ
の考えに集約していく手段として，ICTを
使ったアクティブ・ラーニングによる話し合
いを行っている。教師や特定の生徒の意見に
従うのではなく，生徒一人ひとりの発想力を
認めながら，協働学習を重ねる中で，協調性
やコミュニケーション能力を学ぶことができ
る。他の生徒の先頭に立って集団を引っ張る
力とともに，サポート役に回り集団を導く力
が大切であり，お互いの個性や強みを引き出
し活かすことが大切である。「イメージ奏法」
は，このような教育のプロセスを通じて，基
礎的な知識・技能を習得するとともに，実社
会や実生活の中でそれらを活用しながら，自
らの課題を発見し，その解決に向けて主体
的・協働的に探究し，インクルーシブ・リー
ダーシップを育成することを重要視している。
なぜならば，音楽のイメージは多様で無限
であり，ダイバーシティを受容できる幅が広
いからである。

課題の発見と解決に向けて，主体的・協働
的に学ぶ学習（アクティブ・ラーニング）は，
合唱などのように学級全体で一つのものを作
り上げていくことで学んでいくことができ
る。音楽の曲想を全員で合唱するということ
は，多様な考えの中から，一つの方向性を決
め，全員で一丸となってその表現の成就に向
かっていかなければならない。その過程で，
意見の違いをどのように他の意見と納得いく
まですり合わせていくかが大切である。その
中から集団で心を一つにまとめていくための
「イメージ奏法」による集団的アイデンティ
ティが生まれるのである。これにより，生徒
たちは，集団的アイデンティティを高め，ク
ラスの連帯意識を高めたり，高揚感，やる気
を高める作用がある（武本2017）。
また，「イメージ奏法」は，音楽の授業を

知識の伝達だけに偏らず，学ぶことと社会と
のつながりをより意識した教育を行い，ス
マートフォンなど手軽にイメージを具現化で
きる機器を使い，生徒が表現しやすい方法を
活かし，ICTを活用したアクティブ・ラーニ
ングの実践方法である（武本2017，2018，
2019）。

図４　学習指導要領を実践するための「イメージ奏法」⑵

音楽を共有するための客観的「イメージ映
像」を制作し，演奏者の心の中を視聴覚融合
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Ⅲ　「イメージ奏法」の教育への適応
－ 「イメージ奏法」 の中学校の合唱指導実践－

１　目的
「イメージ奏法」を使って合唱コンクール
を目指す学級の取組を通して，生徒たちが楽
曲に対する互いのイメージを「イメージ楽
譜」で共有することにより，合唱曲を通じて，
それぞれの生徒のダイバーシティを認め，集
団的アイデンティティを高めインクルーシ
ブ・リーダーシップを育成する取組の実践報
告を行い，その方法を提案したい。

２　対象
本研究の対象は，筆者山口が担当する中学
校1校の3年生5クラス（男女はほぼ同数）と
した。研究教材は，毎年行われる合唱コンクー
ルで学年合唱として歌う「大地讃頌」とし，
練習期間は，7月から10月（8月を除く）の3
か月であった。
倫理的配慮として，対象校の学校長に研究
目的，方法等の了解を書面で得た。

３ 　「イメージ奏法」による大地讃頌の合唱実践
まず，アンケートを行いその後，歌詞の解
釈をする。そこから各パートに分かれ音取り
を行う。ここでは専門のＣＤを使用し，各パー
トリーダーを主に練習していく。ある程度歌
えるようになったら表現曲線ガイドライン
（図13）を配付し，「イメージカラー」，「イメー
ジ楽譜」を【引用・参考文献】14.武本京子 「ピ
アノを学ぶ人へ贈る 武本京子の『イメージ
奏法』解説書」音楽之友社，2013年，pp.1-
40．を基に創作していく。完成し，クラスで
ディスカッションした後，合唱を行いまとめ
ていく。以上の順で実践を行う。

①　アンケート調査の方法と結果

始めに，音楽と自分の性格について，タイ
プを把握するため，6つのアンケートの質問
を出題し，以下のような結果となった。
Ａ）  　音楽は好きですか，の質問に対し，約
半数の生徒が好きと示し，嫌いな生徒は
約1割であった。

Ｂ）  　音楽に関わる習い事はしていますか，
の質問に対し，過去に習っていた生徒を
含めると，約6割以上の生徒が何かしら
の楽器を習っていたという回答であっ
た。このなかでも約半数以上がピアノを
示しており，他には，ヴァイオリン，歌，
琴，ギター，ドラムが挙げられた。

Ｃ）  　歌うことは好きですか，の質問に対し，
約７割の生徒が好きと示したが，このな
かの2割近くが，一人で歌うのは嫌いだ
が，全員で歌うのは好きだと回答した。

Ｄ）  　外交的な性格か内向的な性格かの質問
に対し，コミュニケーションを得意とす
る外交的な性格が内向的な性格を若干上
回ったが，特に大きな差は見られなかった。

Ｅ）  　集団行動に抵抗がありますか，の質問
に対し，約１割の生徒があると回答し，
約半数近くの生徒が抵抗をあまり感じて
いなかった。

Ｆ）  　友達に積極的に話しかけることができ
ますか，の質問に対し，6割弱の生徒が
積極的に話せると回答し，苦手と回答し
た生徒は1割に満たなかった。

以上の結果より，音楽を共有して楽しんで
いる生徒が多く，また普段の生活においても
音楽が身近にある環境で過ごしているという
ことがわかった。性格関係においては，ほと
んどの生徒が外交的で集団行動に対して抵抗
がないと回答しているが，中にはクラスにな
じめず，保健室で相談を受ける生徒や休みが
ちになる生徒も見受けられる。
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②　詩の朗読と音取りを行う
次に「大地讃頌」の歌詞を全員で朗読し，
グループで話し合いをしながら詩の解釈を行
う。そこから各パートに分かれ，パートリー
ダーが主体となり，音取りをしていく。ここ
では，ピアノの音源を使ってパートごとに練
習を行う。

③ 　個人のダイバーシティ（多様性）を認め，
自己肯定感を育てる「イメージ楽譜」の作
成を行う
そして，指導者による「表現曲線」と生徒
の考えをまとめた詩の解釈が記載された楽譜
を配付し「イメージ楽譜」を作成していく。
ここで，生徒たちに「イメージカラー」，「表
現曲線」を付けさせ，自分だけの「イメージ
楽譜」を作成する。以下が配付した「イメー
ジ楽譜」の基になる表現曲線ガイドライン付
き楽譜である。

図６　教師からの表現曲線ガイドライン前半

図７　教師からの表現曲線ガイドライン後半

その楽譜を基にグループ，そして全体で共
有しディスカッションを行う。他の生徒がど
のような色，言葉で表現しているのかを観察
し，話し合いの下，一つの楽譜にまとめ，ク
ラスの思いを一つにし，合唱に入っていく。
自分たちの「イメージ楽譜」を踏まえ，クラ
スで一つの楽譜を仕上げるため，個人のダイ
バーシティを認め，自己肯定感を育てながら
ディスカッションを行う。

以下は選ばれた作品と作者の性格を比較し
たものである。積極的な子，おとなしい子，
運動をやっている子など，性格も好みも全く
異なる生徒A，B，C，D，E，Fの６人を対
象とする。

●　生徒A

図８　生徒Aの「イメージ楽譜」前半

図９　生徒Aの「イメージ楽譜」後半

【楽曲分析】
出だしの「イメージ語」は，壮大・尊敬か
ら始まり，20小節目，36小節目に向けて思い
が強くなっていく。それを上昇する「表現曲
線」で表している。後半の37小節目からは「イ
メージカラー」も赤を入れていき迫力を表現
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している。
【まとめ】
「イメージ語」は，尊敬，大切など優しい
言葉を使っているが，「表現曲線」では，縦
に燃え上がっていく表現が何度も出てくる。
上に向かって「表現曲線」を表現する生徒は
ほとんどおらず，「イメージ楽譜」を創って
みて，何か感じたこと，気付いたことはあり
ますかという事後アンケートでは，自分らし
い表現ができた。「表現曲線」「イメージカ
ラー」がスムーズに思い浮かべた。と積極的
な一面をみることができた。

●　生徒B

図10　生徒Bの「イメージ楽譜」前半

図11　生徒Bの「イメージ楽譜」後半

【楽曲分析】
出だしの「イメージ語」は，感謝から始ま
り，後半では全体的に盛大な作品となってい
る。
【まとめ】
「イメージ楽譜」2枚目では，「表現曲線」
も消えるほどの大きなスケールで ,他の生徒
にはない独特の世界観がある。彼の事後アン
ケートでは，この一回で歌に対して何が変化

したのかわからないが，またやりたいと積極
的な回答を残していた。

●　生徒C

図12　生徒Cの「イメージ楽譜」前半

図13　生徒Cの「イメージ楽譜」後半

【楽曲分析】
1～ 20小節目の「イメージ語」では優しい，
微笑ましい，素晴らしといった明るい言葉を
多く使っており，「イメージカラー」も黄色，
オレンジといった明るい色をメインに出して
いる。後半からは，「イメージ語」を力強さ
とし，「イメージカラー」も黄色から赤，紫
色を使い，雰囲気を変えている。
【まとめ】
彼女の「イメージ語」は，優しい，ほほえ
ましい，素晴らしいと明るく，前向きな言葉
を多く使っており，「イメージカラー」も明
るく，彼女の性格がそのまま表れているよう
に思われる。また，「表現曲線」を踏まえな
がらデザインしているところも注目のポイン
トである。事後アンケートでは，とても楽し
く，またやりたいと肯定的な回答であった。
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【楽曲分析】
1～ 20小節目までの「イメージ語」はファ
ンタジー，ダイナミクスといったアグレッシ
ブな言葉が多く，「表現曲線」も上行してい
る。27小節目からは素晴らしい，無償の愛と
いった優しい言葉が使われるようになり，
「表現曲線」も落ち着いたが，後半からは再
び跳躍，エキサイテッドといった挑戦的な言
葉が使われ，最後は本望という強い思いで締
めくくっている。
【まとめ】
彼の「イメージ楽譜」は，ダイナミクス，
驚愕，エキサイテッドと外発的な言葉が多く，
「イメージカラー」からも見えるように，こ
の「イメージ楽譜」から積極性が伺えられる。
「表現曲線」も独自のものを書き加え，全体
的に普段表面には出さない影の部分が見えた
ようにも思える。事後アンケートでは，スッ
キリし，歌うより，自分の楽譜を創ったほう
がわかりやすく楽しいと素直な回答を書い
た。

【楽曲分析】
全体を通して，「イメージ語」は愛，感謝，
捧げる，自然といった柔らかい言葉が多く，
デザインも歌詞に沿った優しい作品となって
いる。1小節目～ 10小節目はさほど動きはな
いが，13小節目～音楽の方向が向上するごと
にデザインも華やかになり，「イメージカ
ラー」も変化をなしていく。後半では，デザ
インにかなりの動きがみられ，歌詞に沿った
「表現曲線」と「イメージカラー」が選ばれ
ていることにより，歌詞と曲調を理解してい
ることが伺える。
【まとめ】
彼の「イメージ楽譜」は，ありがとう，愛，
感謝，といった前向きな言葉が多く，彼の人
柄の良さが伺える。また，個性的なイラスト
が多く，普段の彼からはなかなか想像するこ
とのできない内面を見ることができた。
事後アンケートでは，自分の考えを自由に
表現することができ楽しかった。他の人の楽
譜も見てみたいが，自分のを見せるのは少し

図14　生徒Dの「イメージ楽譜」前半

図15　生徒Dの「イメージ楽譜」後半

●　生徒D

図16　生徒Eの「イメージ楽譜」前半

図17　生徒Eの「イメージ楽譜」後半

●　生徒E
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恥ずかしいという回答であった。この回答か
ら，生徒が素直な感情をこの「イメージ楽譜」
に表現してくれていることが確認できた。

●　生徒F

図18　生徒Fの「イメージ楽譜」前半

図19　生徒Fの「メージ楽譜」後半

【楽曲分析】
1小節目～ 10小節目までは，壮大・喜びと
いった明るい言葉を選び，20小節目までは安
らか，感謝といった優しい言葉，37小節目～
最後までは再び華麗，尊敬，壮大といった明
るい言葉を選んでいる。また「イメージカ
ラー」では，前半は青を多く使っており，後
半では黄緑，ピンクといった優しいカラーを
使っている。
【まとめ】
彼の「イメージ楽譜」は上記から伺えるよ
うに大胆かつ迫力のある作品である。使って
いる「イメージ語」は他の生徒と大きな違い
はないが，アピール力が強く，目を引く「イ
メージ楽譜」である。彼はよく，自分の頑張

りや成果，結果を表に出すことが多々見受け
られるが，その性格と重なっているように考
えられた。事後アンケートでは，「この曲の
壮大さを前面に伝えることができた。歌詞と
照らし合わせながら「イメージ語」を考える
ことにより，この曲の深さがわかったような
気がする。」という回答であった。彼らしい
前向きで肯定的な回答であった。
以上のように，「イメージ楽譜」を作るこ
とで，普段，内に秘めている考えや思いを表
現することができた生徒が事後アンケートの
結果，７割近くいるということが判明した。

④ 　集団的アイデンティティを高め，インク
ルージョン・リーダシップを育てる
以上6つの作品を基に，次はクラス全体で
どのように合唱をしていくかディスカッショ
ンを行う。6つの作品をインクルージョンし
た上で，「イメージ語」，「イメージカラー」
がどのように変化しているのか，そして曲の
盛り上がりをどこにもっていくのか，以上の
点を順にまとめていった。
１）  　5人～ 6人の6グループを作り，各々の
「イメージ楽譜」を見せ合う。　　

２）  　個人のダイバーシティを認めながら，
なぜその色にしたのか，なぜその「イ
メージ楽譜」を選んだのか質問し合う。
なお，自分とは対照的な生徒もいれば，
同じ考えの生徒もおり，対立的な場面も
何度かあったが，「イメージ楽譜」を見
せ合うことで共感し合った。自ら発言す
ることが苦手な生徒も自分の「イメージ
楽譜」を通すことによりディスカッショ
ンに参加することができた。

３）  　各グループより意見のまとまった一人
の作品を選ぶ。

【イメージ語】
意見のまとまりが早く，壮大・尊敬→感
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謝・愛情→迫力・力強さと変化していくこと
に決まった。
【イメージカラー】
「イメージ楽譜」に対する各々の「イメー
ジカラー」は当然異なり，これをどのように
まとめていくか討論した。ここで合唱をまと
める指揮者に意見を求めたところ，各パート
で異なるのもあり得るのでは？という回答で
あった。普段，学校生活においてさほど意見
を積極的に述べる生徒ではなかったが，合唱
を創り上げる上でのディスカッションという
こともあり，常に中立な意見を述べ，クラス
をまとめようとしていた。指揮者はただ合唱
をリードするだけでなく，このような場を設
けることにより，個々のダイバーシティを認
め，インクルーシブなディスカッションので
きるインクルーシブ・リーダーシップとして
も育成できた。他の生徒たちも指揮者の意見
に賛成し，各パートで「イメージカラー」を
合体し合いながら「イメージ楽譜」を創り上

げていった。曲の盛り上がりに関しては，音
型も踏まえているが，歌詞の「感謝」，最後
の「母なる大地」，「たたえよ大地」に気持ち
をぶつけるという意見に多数決も交えながら
スムーズにまとまった。

⑤　合唱を実践と結果
上記でまとめた「イメージ楽譜」を踏まえ，
合唱を行う。声だけで変化を生み出すことは
中学生では限界があったため，完成した「イ
メージ楽譜」を基に教員の伴奏で変化をもた
らし，違いを聴き分けさせた。壮大に歌うと
きには伴奏のタッチを重厚タッチに，優しく
歌う時にはソフトタッチに，迫力をもたらす
ときには鋭角タッチに奏法を変化させた。そ
うすることにより生徒の歌い方にも変化が見
られた。ただ強弱を付けるのではなく，優し
さを出すためにゆっくりと息を出してみた
り，迫力を出すために子音を強く発声したり
と生徒の中でこの歌い方がいいのではないか
と意見を交換しながら合唱を創り上げること
ができた。
今回の研究で，「イメージ奏法」を中学校
における音楽の合唱の授業に取り入れること
は，生徒自身の考えや思いを引き出し，それ
を互いに共有し，クラスを一つにまとめてい
く上で，大変有効であった。また，週に一回
という少ない授業数の中ではあったが，「イ
メージ奏法」を導入することによって生徒の
ダイバーシティを引き出し，それぞれの生徒
の多様性を可視化することによって，お互い
の違いを認め合うことにつながった。また，
インクルーシブ・リーダーシップを育成する
ために，「イメージ楽譜」の共有が役立ち，
生徒の話し合いが有意義に行われた。今後の
限られた授業数の中で，「イメージ楽譜」を
どのように作成するか，また，その違いの中
から一つの音楽的な方向性をまとめる時に，

図20　クラスでまとめた「「イメージ楽譜」」前半

図21　クラスでまとめた「「イメージ楽譜」」後半
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どのように「イメージ楽譜」を共有して協働
作業を行い，インクルーシブ・リーダーシッ
プを育成するかの足掛かりとなった。

Ⅳ　考察

今回，中学校の音楽の授業実践における合
唱指導を通して，短い文章のメールやスタン
プになれている中学校の生徒においても，音
楽から受けるイメージを絵や短い言葉で，自
分の思いや意図を表現できることがわかっ
た。すなわち，集団の中で自分を表現するこ
とが苦手で学校の中で本当の自分を表出でき
ていない子どもにおいても音楽の力で本当の
自分を表出させる取組が「イメージ奏法」を
活用することによってその効果があったもの
と思慮される。
音楽という実生活をかけ離れた想像的空間
の中で，心の中に封じ込めていた本当の自分
に気付き，それを音楽の中という仮想空間の
中で，自分の考えを述べていく練習は，子ど
もの人間的育成につながり，公社会行動を学
ぶことができたと確信する。

筆者武本は，教育の現場での視聴覚融合の
音楽の供与により，心の活性を確信し，2017
年から，医教連携プロジェクトにより，スト
レスの生体に及ぼす影響 とその客観的指標
であるバイオマーカーとの関係を調査し「イ
メージ奏法」による音楽と映像の供与が，心
身にどのような影響を及ぼすかを脳内物質の
生理学的指標を用いた医学的な検証を行って
いる。
具体的には，科研費基盤研究の助成を受け
視聴覚融合による生演奏により楽曲のイメー
ジを画像化して演奏の背景に描写する「イ
メージ奏法」を使用し，視聴者の唾液中トリ
プトファン代謝産物であるキヌレニン，セロ

トニン，メラトニンを測定した。これは，「イ
メージ奏法」を受け取る人たちの生体に何が
生じたのかについて，気分，自律神経系，視
床下部下垂体副腎系及び脳腸軸からの分泌物
などを用いてそれらの推移を測定し，その結
果，セロトニンが持続的に増加し，引き続き
キヌレニンも増加した。さらに，この両者は
よく相関していたことを見いだした（Ito Y. 
et al. 15th InternationalSociety for Tryptophan 
Research Conference, Sep.18-21st ,2018）。
この研究により，視聴覚融合の音楽教育は，
心の活性により効果的であることが実証さ
れ，ストレス社会に生きる人々に「イメージ
奏法」を使用した音楽が生体に何かしら影響
を与えていることがわかった。また，「イメー
ジ奏法」によって，音楽が，人の心を結び付
け，多様な考えがあることに気付かせてくれ
るとともに，想像する力の育成により，他の
ダイバーシティをも受容できる心を育て，誰
もが納得するような創造していく力を育み，
コミュニケーション・スキル，チームワーク
を大事に行えるインクルーシブ・リーダー
シップを育成することは，極めて大切である
と考える。

今後も，音楽の中にあるイメージを可視化
して，音楽活動を通して，自己実現や学習へ
の意欲や期待感を高め， 次の課題や見通しを
もつ力を育成することを取り組んでいくこと
としたい。そのことが，中学生にとって，自
分の変容を視覚化により自覚することにつな
がり，教師によるフィードバックへも活かす
ことができること，また，「イメージ楽譜」
により友達と共有化ができ．同意や共感を得
たことによる自信につながるものと考える。

さらに，「イメージ奏法」により，ダイバー
シティを受容し，インクルーシブ・リーダー
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シップを育成できることを学校現場で研究
し，音楽教育の必要性を発信するとともに，
音楽が心身相関に役立つことを音楽の要素と
医学の両面で今後も研究を進めていきたい。
なお，今後，小学校や高等学校における実践
により，更なるダイバーシティとインクルー
シブ・リーダーシップの育成についての探求
を目指すこととしたい。
（本論文は，2015年「日本音楽表現学会」，
2016年「日本音楽表現学会」，2017年「日本
音楽表現学会」「日本教大協研究集会」「日本
音楽教育学会」，2018年「日本教育学会」に
て発表したものを，さらに進化させ，教育現
場での取組をまとめたものである。）
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